
集計数 252

回収率 92%

男 女 無回答

13 237 2

5% 94% 1%

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 無回答

89 71 62 29 1 0

35% 28% 25% 12% 0% 0%

東予 中予 南予 無回答

76 76 95 5

30% 30% 38% 2%

メール・FAX ＨＰ 口コミ その他 無回答

83 1 2 89 77

33% 0% 1% 35% 31%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

171 68 4 0 9

68% 27% 2% 0% 3%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

102 113 30 0 7

40% 45% 12% 0% 3%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

135 104 6 0 7

54% 41% 2% 0% 3%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

193 50 1 0 8

77% 20% 0% 0% 3%

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

163 83 2 0 4

65% 33% 1% 0% 1%

平成２８年度愛媛県保育協議会　研修会等アンケート集計結果

Ｑ１

性別

年代

地域

研修会を知った
方法

研修会等名 愛媛県保育士・保育教諭研修会

Ｑ２

Ｑ４

Ｑ５

パネル・グループ討議

講義Ⅱ

実技

Ｑ３ 講義Ⅰ

Ｑ６ 全体



Ｑ７ 今後取り上げてほしいテーマ及び講演を聴いてみたい講師など

・相手（親）にわかりやすく話す、伝えるときのポイント
・保育者のメンタルケアや子どもへのかかわり方。
・絵本や表現について。
・心理学関係の方の話が聴きたい。
・気になる子どもへのかかわり方について（診断はついてないが、コミュニケーションをとる上で配慮が必
要、１歳半健診で言葉の遅れを指摘されたなど）。
・よくあるあそびに一工夫するともっと楽しくなるようなこと。
・保育士の処遇改善について。
・発表会などに取り入れられるような活動（実技）。
・ほかの「いのちの授業」についても知りたい。
・年齢別に応じた紙芝居や絵本の紹介をしてほしい。
・子どもが喜ぶ壁面や部屋飾り、子どもと一緒に作る壁面を教えてほしい。
・保育士の仕事内容と賃金は比例するのか。なぜ非正規雇用が多いのか。何年働いても正規として採用さ
れないのはなぜか。
・保育士の体調管理について。大企業ではメンタルヘルスケアをとても大切にしている。人とかかわる仕事
だからこそ自分を大切にできたら、よい循環が生まれると思う。
・保護者への具体的支援の仕方。例えば、子育てで悩んでいる保護者に対しての言葉かけの仕方など。
・保育士の心の健康について（選択理論心理学）
・気になる子（自閉症、ＡＤＨＤ、アスペルガーなど）の特徴と対応について。
・乳幼児の担当制について。
・年齢別発達の特徴とその時期に特に必要な援助、かかわり方（有効な集団あそび、手あそび、手作りお
もちゃ等の紹介）
・病児保育について。
・夏あそびの実技、プールあそびの楽しみ方、援助について。
・排泄や噛みつきについて。
・月案、週案などの児童票の子どもの様子の書き方を具体的に知りたい。
・いのちの応援舎　ぼっこ園
・絵画や楽器の具体的な指導法。
・乳幼児期に育てておきたい体や心について。
・すぐに現場で使える技、製作、踊り、劇など。
・愛着障害についてもっと知りたい。
・体操系の講義をしてほしい。
・言葉（言語）について。
・食に関するテーマ（食生活の変化、乳幼児の食の現実、問題点）
・安全について。危機管理能力が深められるような話が聴けると嬉しい。
・リトミック
・児童相談所、障がい児通園施設、保健所（健診）の現状について。
・吉松先生
・江戸先生
・尾木ママ
・越智ミドリ先生
・加藤秀視さん　不良に走った人たちの更生
・友川先生　保育士や保護者支援についてもっと聴きたい。地元にも来てほしい。
・佐々木正美先生
・水谷修先生
・誕生学アドバイザー　高見先生　「いのちについて」
・岸英光さん



・この研修を作り上げてくださった方々に感謝したい。
・いろいろなことを勉強できた。これからの保育に活かしていきたい。
・東予、中予、南予の先生たちといろんな保育についての話ができ、とてもよい勉強会だった。
・講義だけでなく、実践で体も動かすこともできよい研修会だった。
・保育士としてスキルアップするために必要なことを、たくさん聞いたり見たりすることができよかった。また
このような研修会に参加したいと思う。
・新たな知識が増えて保育の引き出しが埋まった。持ち帰って実践していきたい。
・様々なことを学び、保育の重要さについて改めて考えさせられた。子どものことを一番に考え、どのような
保育にしていきたいか工夫して頑張っていきたい。
・保育の基本や、保育士ができるケアの方法を教えてもらえてよかった。初心に返ることができた。
・運動あそびの実践、指導のポイントはよい経験となった。
・準備物はどの講義で使用するのか、明記してほしい。また周知も徹底してほしい。
・自分の保育について見つめ直すことができたように思う。まだまだ勉強不足だと感じた。
・どの講義も参考になり、学生に戻ったような気分でたくさん勉強することができた。実技も自分が苦手で
わからない分野だったのでとても勉強になった。最後の演技も素晴らしかった。
・他園の取り組みや、地域での取り組みなど、いろいろな内容を学べた。
・以前の研修でも愛着について取り上げられており、大切に築いていかないといけないと改めて感じた。
・スライドがありわかりやすかった。事務局の対応もよかった。
・実りのある研修となった。保育士、園としてどう地域とつながっていけるのか、考えていきたい。
・できれば１日にしてほしい。
・積極的に取り組める内容だった。
・愛着障害という言葉を今回初めて知った。大変勉強になった。
・午前、午後の研修だと、慌しくなくゆったりと話が聴ける。
・自分でもチャレンジしてみよう！こういうかかわりをしてみよう！と思うことができた研修だった。
・発信していくこと、新しいことを取り入れていくことなど、今後の課題について確認できよかった。
・講義と実技のバランスがよかった。一つひとつの内容が園での取り組みにつながっていて、これから保育
園に帰って実践していきたい。
・実技は、学校や専門書ではわかりにくかったが、今回の研修でよくわかった。実践していきたいと思う。
・命の大切さを伝えること、子どもとの愛着についてなど幼児期のかかわりの大切さを改めて感じた。
・実技を最後にしたら、机やイスの出し入れが１回で済むのではないかと思う。
・グループ討議がよかった。他の市町の人と話せる機会は貴重。
・運動あそびの必要性がわかり、説明を丁寧にしてくれたので現場に生かせるものだった。また行事など
参加しない、しにくい保護者へのかかわり方も知れてよかった。
・愛着障害の話は園に帰って他の先生方にも話したいと思う内容だった。
・準備物については、なるべく荷物にならないものを検討してほしい。遠くから来る人にとっては負担。
・今の子どもたちの現状に合った内容でよかったと思う。
・１日目にボールやクレヨンなどで席取りをして帰っていたので、２日目席を見つけるのが大変だった。席取
りをして帰るのはやめてほしい。
・休憩時間はもう少し短くてもいい。
・実技の講演では自分たちも実際に参加できるものがあればよかった。
・１年目でわからないことだらけだったが、他園の様子や先生方の思い、話を聴けたり、乳幼児期の大切な
ことなども知れてとても勉強になった。
・２人組での体験学習、少しドキドキしたが楽しかった。
・友川先生の講義は共感することが多かった。体験型も取り入れていて眠気もふっとんだ。また友川先生
の講義を受けてみたい。
・１日目に実技がありよかった。研修の順番も今までと少し違い、参加して楽しかった。
・いのちの授業の講義を受け、保育園としての役割の大切さがわかり、保育者として専門性の向上をはか
り、子育て支援（０～１８歳）にかかわっていきたいとさらに思った。
・愛着障害と発達障がいについてとてもよくわかるような説明であった。
・会場が寒い。衣服で調整はしたが、限度がある。
・駐車場の確保をしてほしい。人数が多いので難しいとは思うが…。
・時間的にも余裕のある流れでゆったりと研修に集中することができた。
・端は見えにくいので机をななめにしてほしい。

Ｑ８ その他、今回の研修全般（運営体制など）について



≪課題のみ抜粋≫

・準備物はどの講義で使用するのか、明記してほしい。また周知も徹底してほしい。
・実技を最後にしたら、机やイスの出し入れが１回で済むのではないかと思う。
・準備物については、なるべく荷物にならないものを検討してほしい。遠くから来る人にとっては負担。
・１日目にボールやクレヨンなどで席取りをして帰っていたので、２日目席を見つけるのが大変だった。席取
りをして帰るのはやめてほしい。
・休憩時間はもう少し短くてもいい。
・実技の講演では自分たちも実際に参加できるものがあればよかった。
・会場が寒い。衣服で調整はしたが、限度がある。
・駐車場の確保をしてほしい。人数が多いので難しいとは思うが…。
・端は見えにくいので机をななめにしてほしい。


